
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 平成26年５月1日現在（　）は前月との増減

世　帯　5,597戸（＋134）人　口　12,548人（＋121）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド
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男　6,009人（＋86）
女　6,539人（＋35）

毎月19日は食育の日６月は食育月間です
　食べることは、生きるための基本であると同時に、心も豊かにしてくれるとても大事なこと
です。
　近年、偏った栄養摂取や朝食の欠食などによる食生活の乱れや肥満傾向の増加など健康を取
り巻く環境が深刻化してきています。そこで、吉備中央町では、平成26年３月に第２次健康増
進計画及び食育推進計画を策定しました。今後は、計画書を基に食育を推進していきます。

食育推進３つの柱

①人と人をつなぐ…家族で食卓を囲む「共食」（きょうしょく）によってさまざまな話題で

　　　　　　　　　　　会話が生まれ、家族の絆が深まります。

②健康な体を作る…栄養バランスのとれた食事をとり、規則正しい食生活を維持すること

　　　　　　　　　　 　が重要です。

③豊かな心を育む…伝統的な食文化を伝えつつ、地元の野菜を知り、食事の際に感謝する

　　　　　　　　　　 　気持ちを持つことが重要です。

食育活動の取り組み

平成25年度食育推進ポスター
コンクール作品展示

わっしょい和んさか吉備
高原フェスタにおいての
減塩活動 保育園での食育教室

子育てふれあいサロン
“たんぽぽ”

家の味噌汁は
うすい？からい？
どっちなんだい！

入賞作品が卓上カレンダーに
なりました。官公庁、医療機関、
学校に配っています。

小さいころから『食』に関心を
持ってもらうためにコツコツ
食育について勉強しています。

広 報

2014
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主な記事
・P02～特集　平成26年度当初予算　　
・P08～役場からのお知らせ
・P15～インフォメーション 【吉備高原都市さんさん祭り】
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■特　集 ■特　集

一般会計における歳入と歳出の構成比

民生費
23.2%

公債費
17.4%

総務費
15.1%

農林業費
12.3%

衛生費
8.9%

教育費
8.4%

土木費
7.2%

消防費
3.8%

予備費
0.4%

歳出

民生費
152,320円
高齢者・児童の福祉など

公債費
113,893円
借入金の返済

円

農林業費
80,660円

農業・畜産の振興など

衛生費
58,184円

保健衛生・ゴミの収集など

教育費
55,383円
学校・公民館の運営など

土木費
47,589円

道路・河川の整備など

消防費
24,645円

火災・災害の対応など

その他
24,342円
議会・観光振興など

町民１人当たりの予算 656,092円
こんなふうに使われます　　

一般会計
●平成26年３月１日 現在　　人口　12,483人

総務費
99,076

地域振興・庁舎管理など

分担金及び負担金 0.2%

使用料及び手数料 1.1%

繰入金 1.8%

諸収入 1.3%
繰越金 1.2%

地方交付税
54.3%

国庫支出金
5.2%

県支出金
9.5%

町債
7.0% 町税

14.1%

地方譲与税 1.8%

方交 税

5%

歳入

自主財源
19.9%

依存財源
80.1%

労働費 0.1%
商工費 1.9%

災害復旧費
0.1%

議会費
1.2%

財産収入 0.2%

配当割交付金 0.1%
地方消費税
交付金 1.7%

ゴルフ場利用税
交付金 0.2%

自動車取得税
交付金 0.3%

平
成
26
年
度

当
初
予
算
が

決
ま
り
ま
し
た

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
案
が
平
成
26
年
第
１
回
吉
備
中
央
町
議
会
定
例
会

（
３
月
）
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
81
億
９
，０
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
統
合
中
学
校
の
整
備
、
３
年
続
け
て

の
大
規
模
災
害
復
旧
事
業
に
一
区
切
り
つ
い
た
こ
と
、
計
画
的
に
整
備
し
て
い

る
公
共
事
業
の
中
心
と
な
る
事
業
が
下
水
道
会
計
に
含
ま
れ
る
吉
備
高
原
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
電
気
設
備
工
事
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
因
と
な
り
、
前
年

度
と
比
べ
て
１
億
円
（
１
・
２
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
町
税
が
前
年
度
当
初
比
３
・
４
％
増
の
11
億
５
，６
８
６
万
円
、
地

方
交
付
税
が
０
・
２
％
増
の
44
億
５
，０
０
０
万
円
、
県
支
出
金
が
５
・
４
％
減

の
７
億
７
，９
９
７
万
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
事
業
は
、
児
童
手
当
支
給
事
業
１
億
５
，
４
３
５
万
円
、
自

立
支
援
給
付
事
業
３
億
４
，１
１
１
万
円
、
町
道
新
設
改
良
事
業
２
億
４
，

７
４
０
万
円
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
事
業
２
億
９
，６
８
２
万
円
な

ど
で
す
。

　

当
町
の
歳
入
予
算
は
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
借
り
入
れ
る
依
存
財

源
が
80
％
を
占
め
る
と
い
う
極
め
て
脆
弱
な
財
政
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る
抑
制
と
優
先
度
、
緊
急

度
等
を
勘
案
し
て
事
業
選
択
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
事

業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
大
和
小
学
校
の
プ
ー
ル
整
備
、
農
道
橋
等
の
耐
震

点
検
、
ダ
ム
や
た
め
池
の
一
斉
点
検
な
ど
の
安
心
・
安
全
対
策
の
事
業
、
児
童

発
達
支
援
事
業
や
放
課
後
学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
の
新
た
な
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
新
た
な
町
づ
く
り
の
「
知
識
と
財
源
」
の
確
保
を
図
る
た
め
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
事
業
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
事
業
、
太
陽
光
発
電
所
整

備
事
業
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
合
併
10
周
年
を
一
つ
の
区
切
り
と

し
て
、
協
働
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
意
識
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
合
併

10
周
年
記
念
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

特集

一般会計
61.7%

事業会計
28.7%

企業会計等
9.6% 当

初
予
算
の
内
訳

町
税
の
推
移

112,500
113,000
113,500
114,000
114,500
115,000
115,500
116,000
116,500
117,000
117,500

H22 H23 H24 H25 H26

※Ｈ25は決算見込み額、Ｈ26は予算額

万円

事業会計	 38億1,412万円
	 （対前年比　2.3％）

国民健康保険特別会計	 15億3,512万円
介護保険特別会計	 20億7,420万円
後期高齢者医療特別会計	 １億6,110万円
育英資金特別会計	 2,600万円
診療所特別会計	 1,700万円
住宅新築資金等貸付事業特別会計	 70万円

企業会計等	 12億7,171万円
	 （対前年比　19.6％）

簡易水道特別会計	 ５億4,432万円
下水道特別会計	 ２億 46万円
農業集落排水事業特別会計	 １億4,508万円
上水道特別会計	 ３億8,185万円

一般会計　81億9,000万円 （対前年比　△1.2％）

合  計　132億7,583万円（対前年比　1.5％）

歳
入
用
語
解
説

町　　　税：町民税や固定資産税など町に納められる税金
分担金及び負�担金：老人措置負担金や農林業受益者分担金

など
使用料及び手�数料：町営住宅の家賃や幼稚園、保育園の保

育料、住民票など証明書の発行手数料などの
収入

繰　入　金：各種基金を取り崩して繰り入れるもの
繰　越　金：前年度から繰り越される収入
地方交付税：�町の財政状況などに応じて国から配分される

収入

地方譲与税：�国税として徴収した税を一定の基準に従って
国から町へ譲与されるもの

地方消費税交�付金：消費税の地方分を人口などをもとに国
から交付される収入

国庫支出金：特定の目的のために国から交付される収入
県 支 出 金：特定の目的のために県から交付される収入
町　　　債：�公共事業などを行うための財源として借り入

れた収入
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■まちの話題 まちの話題■特　集 ■特　集

　就学前の発達障害児の療育支援を行います。
� 250万円

　小学校の児童を放課後に預かる団体を支援
します。（５カ所）
� 836万円

やさしさと希望あふれる
理
ふ る さ と

想郷づくり

　ふれあい荘で介護予防の活動を行います。
� 1,350万円

ふれあい交流事業

　町が認定した道路の草刈りに取り組んでい
ただいた集落へ助成をします。� 750万円

道路維持補助事業

　大和小学校のプール整備に向け、設計業務
を行います。

� 648万円

小学校プール整備事業
　情緒的に不安定な児童などを支援するため
教育支援員を設置します。
� 550万円

小学校教育支援員設置事業（新規）

豊かな心を育む理
ふ る さ と

想郷づくり

　協定農用地を守るための活動に対し、支援
します。
� ２億9,682万円

中山間地域等直接支払交付金制度

　有害鳥獣による農作物等の被害防止のため
防護柵の設置助成、捕獲に対し補助金を交付
します。� 2,511万円

有害鳥獣対策・捕獲事業

活力と魅力あふれる理
ふ る さ と

想郷づくり

　合併10周年の歩みを振り返り、協働による
新たなまちづくりの意識の醸成を図ります。
� 1,611万円

　自治組織に対し、運営補助金を交付し、活
動を支援します。
� 2,500万円

自治組織運営補助事業 合併10周年記念事業（新規）

いきいきと協働する理
ふ る さ と

想郷づくり

遊休地の有効活用と、地球温暖化対策のため、
大規模太陽光発電所を整備し、財源の確保と
地域の活性化を図ります。� 3,000万円

　都市部の人材を誘致し、まちの魅力の再発
見や、まちづくりの提案をいただきます。
� 399万円

地域おこし協力隊事業（新規） 太陽光発電所整備事業（新規）

快適で安全な
理
ふ る さ と

想郷づくり

　小学校に支援員を配置し、放課後等に児童
生徒の学習支援を行います。
� 58万円

放課後学習サポート事業
　災害を防ぐため、ため池の一斉点検を実施
します。
� 510万円

農村地域防災減災事業

「22世紀の理想郷づくり」をめざして
～平成26年度の主な事業を紹介します～

ふ　る　さ　と

夢
の
あ
る
町
定
住
奨
励
金
を
交
付
し
ま
し
た

　

４
月
14
日
、
株
式
会
社
ト
マ
ト
銀
行
賀
陽
支
店
か
ら
交
通

安
全
用
品
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
株
式
会
社
ト
マ
ト
銀
行
交
通
安
全
協
力
会
の
事

業
と
し
て
毎
年
町
へ
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
、

同
銀
行
の
難な

ん

波ば

靖や
す
し

支
店
長
が
来
庁
さ
れ
、
町
長
室
に
お
い
て

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た

物
品
を
活
用
し
、
吉
備
中
央
町
か
ら
交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲

者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
交
通
ル
ー
ル
の
啓

も
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
感
謝
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
寄
贈
い
た
だ
い
た
交
通
安
全
横
断
旗
50
本
と
夜

行
タ
ス
キ
１
０
０
本
は
、
町
内
の
交
通
安
全
施
設
で
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

３
月
27
日
、
役
場
賀
陽
庁
舎
に
お
い
て
、
夢
の
あ
る
町
定

住
奨
励
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
が
「
一
緒
に
こ
の
町
を
盛
り
上
げ
て
行
き
ま

し
ょ
う
」
と
定
住
者
に
感
謝
と
期
待
を
込
め
、
奨
励
金
を
贈

り
ま
し
た
。

●
結
婚
祝
金

　

松ま
つ

浦う
ら　

祐ゆ
う

二じ

さ
ん

　
　
　
　

直な
お

美み

さ
ん
（
上
竹
）

　

山や
ま

崎さ
き　

高こ
う

次じ

さ
ん

　
　
　
　

広ひ
ろ

美み

さ
ん
（
尾
原
）

　

藤ふ
じ

田た　

和か
ず

也な
り

さ
ん

　
　
　
　

典の
り

子こ

さ
ん
（
井
原
）

　

菅す
が

野の　

聖さ
と
し

さ
ん

　
　
　
　

愛あ
い

さ
ん
（
上
竹
）

　

村む
ら

林ば
や
し　

竜た
つ

夫お

さ
ん

　
　
　
　

果か
ん

奈な

さ
ん
（
上
竹
）

　

霍つ
る

沢さ
わ　

浩ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん

　
　
　
　

涼り
ょ
う

子こ

さ
ん
（
円
城
）

　

石い
し

本も
と　

隆た
か

宣の
り

さ
ん

　
　
　
　

加か

菜な

子こ

さ
ん
（
円
城
）

●
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

植う
え

田だ　
　

智さ
と
しさ

ん
（
上
田
西
）

●
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

小こ

林ば
や
し　

利と
し

明あ
き

さ
ん
（
竹
荘
）

　

中な
か

西に
し　

竜た
つ

也や

さ
ん
（
湯
山
）

●
就
業
奨
励
金

　

太お
お

田た　

俊と
し

輝き

さ
ん
（
田
土
）

　

石い
し

原は
ら　

大だ
い

地ち

さ
ん
（
黒
山
）

　

福ふ
く

井い　

香か

菜な

さ
ん
（
下
土
井
）

　

中な
か

川が
わ

龍り
ゅ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん
（
加
茂
市
場
）

　

平ひ
ら

井い

菜な

都つ

美み

さ
ん
（
加
茂
市
場
）

　

４
月
15
日
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
、
厚
生
労
働
大
臣
特

別
表
彰
並
び
に
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
長
表
彰
の

伝
達
式
が
行
わ
れ
、
内な

い

藤と
う

三さ
ん

治じ

さ
ん
（
上
田
西
）
と
石い
し

田だ

吉よ
し

弘ひ
ろ

さ
ん
（
上
竹
）
に
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
と
、
全
国
民

生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
長
表
彰
が
山
本
町
長
か
ら
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
在
職

期
間
が
15
年
以
上
の
退
任
者
で
75
歳
以
上
の
方
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。

　

石
田
さ
ん
と
内
藤
さ
ん
は
と
も
に
、
平
成
10
年
12
月
１
日

か
ら
15
年
間
民
生
委
員
児
童
委
員
に
在
職
。
石
田
さ
ん
は
、

平
成
19
年
12
月
１
日
か
ら
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長

を
６
年
間
、
内
藤
さ
ん
は
、
平
成
22
年
12
月
１
日
か
ら
町
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
を
３
年
間
務
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

活
動
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に
対
し
定
期
的

に
声
掛
け
や
、
地
域
の
学
校
の
児
童
生
徒
の
見
守
り
を
行
う

な
ど
、
地
域
の
中
核
と
し
て
地
域
福
祉
活
動
の
増
進
に
努
め

ら
れ
、
本
会
の
発
展
に
も
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
が
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
並
び
に
全
国

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
長
表
彰

株
式
会
社
ト
マ
ト
銀
行
交
通
安
全
協

力
会
か
ら
交
通
安
全
用
品
を
寄
贈

石田吉弘さん

内藤三治さん

夢のある町定住奨励金交付者数
（平成25年４月～平成26年３月末現在）
結婚祝金 　　　　18組
Ｉターン奨励金 13世帯（19人）
Ｕターン奨励金 16世帯（32人）
就業奨励金 　　　　20人

児童発達支援事業（新規）

学童地域支援事業
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由
紀
さ
お
り
、安
田
祥
子

�

コ
ン
サ
ー
ト　

自
治
組
織
代
表
者
会
議

町
消
防
団
団
長
辞
令
交
付
式

岡
山
北
警
察
署
管
内
合
同
出
発
式

か
た
く
り
祭
り

　

３
月
16
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
、
由
紀
さ

お
り
＆
安
田
祥
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

に
、
童
謡
な
ど
の
美
し
い
日
本
の
歌
を
伝
え
た
い
と
い
う
こ

と
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
、
童

謡
「
赤
と
ん
ぼ
」
や
歌
謡
曲
の
名
曲
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜

の
星
を
」
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
、
メ
ド
レ
ー
を
含

め
計
23
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
約
７
０
０
人
の
観
衆
は
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
の
素

晴
ら
し
い
歌
声
の
響
き
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
12
日
、
吉
備
高
原
都
市
内
に
あ
る
き
び
プ
ラ
ザ
で
、

平
成
26
年
度
の
自
治
組
織
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し�

た
。

　

当
日
は
、
区
長
、
住
民
会
長
、
町
議
会
議
員
１
２
９
名
の

参
加
の
も
と
、
冒
頭
で
は
山
本
町
長
か
ら
最
近
の
話
題
を
踏

ま
え
た
行
政
へ
の
協
力
依
頼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、そ
の
後
、

副
町
長
、
教
育
長
に
よ
る
主
要
事
業
の
説
明
が
あ
り
ま
し�

た
。

　

４
月
２
日
、
賀
陽
庁
舎
で
吉
備
中
央
町
消
防
団
の
団
長
辞

令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
山
本
町
長
か
ら
宮み

や

﨑ざ
き

忠た
だ
し

団
長
へ
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
﨑
団
長
は
、
昭
和
52
年
５
月
に
旧
賀
陽
町
消
防
団
へ
入

団
。
平
成
16
年
に
は
吉
備
中
央
町
消
防
団
予
防
部
長
、
平
成

18
年
10
月
に
は
副
団
長
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
26
年
４
月
か
ら

団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
後
、
宮
﨑
団
長
が
「
消
防
団
の
団
員
は
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
若
い
人
た
ち
が
入
団
し
や
す
い

消
防
団
、
参
加
団
員
が
積
極
的
に
活
動
で
き
る
、
厳
し
い
中

で
も
楽
し
い
消
防
団
を
目
指
す
と
と
も
に
、
女
性
消
防
団
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
４
日
、
上
竹
荘
公
民
館

で
、
岡
山
北
警
察
署
管
内
合
同

出
発
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
春
の
交
通
安
全
県

民
運
動
」（
4
月
６
日
か
ら
15

日
）
に
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
管
内
の
交
通
関
係
者

約
70
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
交
通
安
全
推
進
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
、
町
交
通
安

全
協
会
の
難な

ん

波ば

武た
け

志し

会
長
、
町
交
通
安
全
母
の
会
森も
り

下し
た

治は
る

美み

会
長
に
対
し
て
、
上
竹
荘
保
育
園
園
児
か
ら
花
束
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
難な

ん

波ば

武た
け

志し

会
長
か
ら
「
交
通
事

故
ゼ
ロ
を
願
い
、
交
通
安
全
の
重
要
性
を
広
く
浸
透
さ
せ
る

と
と
も
に
、子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
、

実
践
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
決
意
表
明
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
式
終
了
後
は
、
町
内
道
の
駅
や
上
竹
荘
保
育
園
、

大
和
保
育
園
で
交
通
安
全
啓
発
物
品
を
配
布
す
る
な
ど
、
交

通
事
故
防
止
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
13
日
、
か
た
く
り

の
花
の
群
生
地
と
し
て
知

ら
れ
る
福
沢
東
の
大
国
主

神
社
周
辺
で
、
福
沢
住
民

会
主
催
に
よ
る
「
か
た
く

り
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
透
明
感
の
あ

る
美
し
い
薄
紫
色
の
花
を

一
目
見
よ
う
と
、
町
内
外

か
ら
お
よ
そ
１
５
０
名
が

来
場
。
花
を
の
ぞ
き
込
ん

で
見
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら
、
春
の
訪
れ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、住
民
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
う
ど
ん
や
草
餅
の
販
売
、

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
来
場

者
は
か
た
く
り
の
花
を
眺
め
な
が
ら
、
春
の
ひ
と
と
き
を
楽

し
み
ま
し
た
。

決
意
を
新
た
に
入
団

�

（
吉
備
中
央
町
消
防
団
新
入
団
員
任
命
式
）

　

４
月
13
日
、
吉
備
高
原
小
学
校

運
動
場
で
、
吉
備
中
央
町
消
防
団

新
入
団
員
任
命
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
29
名
の
新
入
団
員
を

代
表
し
て
上
竹
荘
分
団
第
２
部
の

石い
し

井い

宏ひ
ろ

和か
ず

さ
ん
が「
住
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
火
災
か
ら
保
護

す
る
と
と
も
に
、
水
火
災
ま
た
は

地
震
等
の
災
害
を
防
除
し
、
民
主

的
か
つ
能
率
的
に
活
動
す
る
責
任

を
深
く
自
覚
し
公
正
に
職
務
を
執

行
す
る
こ
と
を
固
く
誓
い
ま
す
」

と
宣
誓
。
宮み

や

﨑ざ
き

忠た
だ
し

団
長
か
ら
「
消
防
活
動
に
お
い
て
は
、
個

人
で
判
断
し
て
行
動
せ
ず
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
任
務
に
臨

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
、
新
入
団
員
訓
練
と
幹
部
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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チ
ュ
ウ
が
、

カ
ミ
キ
リ
の

か
み
傷
か
ら

松
の
中
へ
と

入
り
込
み
、

松
を
枯
ら
し

ま
す
。
そ
の

た
め
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に

よ
る
薬
剤
の

空
中
散
布
は
、
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

散
布
当
日
は
、
一
部
交
通
規
制
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
散
布
区
域
内
に
近
づ
か
な
い
よ

う
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
・
散
布
場
所
】

　

○
６
月
３
日
㈫

　
　

午
前
５
時
～
午
前
10
時
頃
ま
で

　
　

�

宮
地
地
内
（
西
山
）、西
地
内
（
杉
畝
）、

北
地
内
（
大
和
山
）

　

○
６
月
４
日
㈬

　
　

午
前
５
時
～
午
前
10
時
頃
ま
で

　
　

�

竹
部
地
内
（
吉
備
新
線
周
辺
）、
円
城

地
内
（
津
恵
田
、
桜
久
保
）

　

※
悪
天
候
の
場
合
は
順
延
と
な
り
ま
す
。

【
使
用
薬
剤
】

　

松
く
い
虫
防
除
剤
「
ス
ミ
パ
イ
ン
Ｍ
Ｃ
」

特
長
は
残
効
性
が
長
く
、
1
回
の
散
布
で
有

効
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課　

林
業
振
興
班

　
　
　
　

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
８

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 ６月26日（木）
午前９時～正午

会場 大和公民館 加茂川総合福祉
センター

相談
内容

行政相談
人権相談
福祉相談

人権相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
26
年
６
月
３
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
26
年
６
月
17
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

年
金
相
談
会

特
設
人
権
相
談
所

　

日
時　

６
月
19
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

吉
備
高
原
総
合
調
整
事
務
所

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
住
民
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
手
伝
い
を
し
た
り
、
法
務
局
の
職
員
と
協

力
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
の
記
念
行
事
と
し
て
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
「
特
設
人
権
相
談
所
」
を
次
の
と

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

健
全
な
松
を
守
る
た
め
薬
剤
の

�

空
中
散
布
を
行
い
ま
す
！

花
火
の
配
布
種
類
の

�

変
更
に
つ
い
て

　

農
作
物
被
害
の

軽
減
の
た
め
、
サ

ル
な
ど
を
追
い
払

う
目
的
で
、
動
物

駆
逐
用
花
火
を
配

布
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
ロ
ケ
ッ
ト

花
火
に
変
更
と
な

り
ま
す
。
配
布
本

数
は
、
１
回
に
つ
き
３
束
（
45
本
）
と
な
り

ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
林
課
、
加
茂
川
総

合
事
務
所
、吉
川
・
大
和
支
所
で
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
配
布
種
類
が
変
更
に
な
り
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
使
用
に
あ
た
り
次
の
こ
と
を
遵
守

し
て
く
だ
さ
い
。

○�

事
故
に
よ
る
責
任
は
、
自
己
責
任
に
な
り

ま
す
。

○�

火
気
に
な
り
ま
す
の
で
、
山
林
な
ど
に
打

ち
上
げ
る
と
火
災
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
使
用
に
あ
た
り
火
災
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

○�

絶
対
に
人
に
向
け
て
打
ち
上
げ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

○�

絶
対
に
直
接
手
に
持
っ
て
打
ち
上
げ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

農
林
課　

林
業
振
興
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
８

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
旧
建
築
基
準

で
建
て
ら
れ
た
建
築
物
は
、
一
般
的
に
地
震

に
弱
い
と
さ
れ
て
お
り
、
耐
震
性
の
向
上
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
地
震
に
強
く
、
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
古
い
基
準

で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行

う
人
に
対
し
て
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
専
門
家
に
よ
る
耐
震
診
断
を
受
け

て
、
大
地
震
で
倒
壊
す
る
心
配
が
な
い
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が

一
定
の
基
準
に
満
た
な
い
場
合
は
、
補
強
計

画
、
耐
震
改
修
工
事
の
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
大
地
震
に
備
え
、

ご
自
宅
の
耐
震
化
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

【
費　

用
】

○
現
況
診
断

　

延
べ
床
面
積　

２
０
０
㎡
以
内
の
場
合

　

自
己
負
担　
　

２
，０
０
０
円

○
補
強
計
画

　

延
べ
床
面
積　

２
０
０
㎡
以
内
の
場
合

　

自
己
負
担　
　

１
４
，０
０
０
円

○
耐
震
改
修

　

補
助
額　

�

耐
震
改
修
費
用
の
23
％
以
内

（
一
棟
あ
た
り
46
万
円
が
上
限
）

※�

補
助
要
件
や
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
建
設
課　

建
設
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
９

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

『
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改

修
事
業
』
の
受
付
に
つ
い
て

お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

日　

時　

６
月
２
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

　

会　

場　

豊
野
公
民
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

　

松
が
枯
れ
る
原
因
は
、「
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
」
と
い
う
体
長
1.0
㎜
に
も
満
た
な

い
小
さ
な
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
松
の
食
害
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
、
自
分
で
は
別
の
木

に
移
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、「
マ

ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
」
と
い
う
昆
虫
の
体

に
乗
り
移
り
、
５
月
下
旬
か
ら
７
月
頃
に
被

害
木
か
ら
健
康
な
松
へ
と
運
ば
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
カ
ミ
キ
リ
の
体
の
中
に
い
る
セ
ン

散布の様子

高校生の医療費助成について～資格登録はお済みですか？～
　中学生までのお子さまをもつ保護者の方へは、申請により受給資格者証を交付しています。（医療機関窓口で
医療費の自己負担分が助成されます）
　高校生（18歳の３月末まで）のお子さまをもつ保護者の方は、医療機関等で受診された際に、医療費の自己
負担分をいったんお支払い後、役場へ申請（領収書添付）することで給付が受けられます。
　※高校生は事前に資格登録が必要です。
　○資格要件
　　高校生で給付を受けるための資格要件は次のとおりです。（すべてに該当する方が対象となります）
　・�学校教育法第1条に定める高等学校中等教育学校の後期課程・高等専門学校・高等専修学校・特別支援学校
の高等部に在学している者

　・住民票が吉備中央町にある者（住民票が当町にある期間のみ有効）
　・満18歳に達する日の属する年度の末日までの者
　○必要書類
　　①小児等医療費（高校生等）資格登録申請書
　　②お子さまの健康保険被保険者証の写し
　　③お子さまの在学証明書または学生証の写し
　　④保護者の振込先通帳の見開き部分の写し
　　⑤�お子さまの各種受給資格者証の写し（重度心身障害者医療、ひとり親家庭等医療などの受給資格者証をお

持ちの場合）
　※登録申請を行っていないと、給付を受けることができませんのでご注意ください。
　　詳細につきましては、お問い合わせください。

【お問い合わせ先】　保健課　医療保健班　☎０８６６－５４－１３２６
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～第１回「吉備中央町子ども・子育て会議」～レポート

　吉備中央町子ども・子育て会議は、子ども・子育て支援に関する事業計画の策定などについて、子
どもの保護者を含む子育て支援当事者などの意見を聴くための会議です。ここでは、支援制度の概要
と会議の模様を報告します。

≪子ども・子育て支援新制度とは？≫
　子どもを取り巻く課題に対して、平成24年８月に「子ども・子育て支援法」等の子ども・子育て関
連３法が成立し、３法に基づく「子ども・子育て支援新制度」が始まりました。
★新制度の３つのポイント
　①質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的な提供
　②保育の量的拡大・確保
　③地域の子ども・子育て支援の充実
以上のような課題解決に向け事業整備を政策的に促進します。

　３月27日に開催された第１回目の会議では、関係団体や保護者代表、学識経験者で構成される委員
14名を委嘱。「子ども・子育て支援新制度」「吉備中央町子ども・子育て支援ニーズ調査」「子ども・
子育て支援事業計画」について説明や意見交換を行いました。

①吉備中央町子ども・子育て支援ニーズ調査について
　平成27年4月に本格的な「子ども・子育て支援新制度」スタートに向けて吉備中央町が実施する、
子ども・子育て支援に関するアンケート調査です。
　この調査で幼児期の教育・保育や地域におけるさまざまな子ども・子育て支援サービスの利用希望
を把握し、施設やサービスをどのくらい整備・実施していく必要があるか（＝「量の見込み」）を推計
し、新制度の事業計画（平成27～31年度の５か年計画）を策定します。
　・調査対象　０～９歳の子どもの保護者539世帯　
　　　　　　　※就学前児童用／小学生用で調査内容を区分
　・ニーズ調査のポイント
　　�　国が示した調査票の「ひな形」で「施設やサービスの量の見込みの推計上必要な項目」を盛り込み、�
年齢や地域による特性を把握することができるよう区分し、主に『量の見込み』『今後の幼稚園・
保育園の在り方』等について行います。

②吉備中央町子ども・子育て支援事業計画について
　新制度への移行に先立って、国が定める「基本指針」に即した吉備中央町の事業計画（平成27～
31年度の５か年計画）を策定し、地域の実情を踏まえて、今後、どのような施設・サービスを、いつ
までに整備・実施していくかを定めます。策定時期は、平成26年度中を予定しています。

�子ども・子育て会議の取組に関する委員からの意見�

　＊�形式的な会議でなく、委員皆さんで議論し、地域の子育て支援を考える会議とする。
　＊�委員の持つ専門知識や問題意識を共有し、参加者全員がさまざまな立場で発言を行い、各方面の
意見を十分把握し取り上げ、それを踏まえた計画・地域子育て支援を行う。

●�次回の吉備中央町子ども・子育て会議では、ニーズ調査の結果を踏まえた「量の見込み」などについて、
ご意見をお聴きする予定です。

【ご意見・お問い合わせ先】　保健課　子育て支援班　☎０８６６－５４－１３２６

児童手当の現況届出は６月中にお忘れなく
　児童手当制度は、児童を養育している方の生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健全な育成
と資質の向上を目的に支給されます。
　児童手当を受給するためには、本年６月１日の状況を把握し、受給資格があるかどうかを確認するため「現況届」
の提出が必要となります。（現況届の提出がないと受給資格があっても、手当を受けられなくなります）
　※該当する方へ「現況届」の用紙を５月下旬に送付します。
　※次に該当する場合は、現況届に添付書類が必要です。
　　・請求者が被用者（会社員など）の場合　➡　健康保険被保険者証の写しなど
　　・平成26年１月１日に吉備中央町に住民登録のなかった被用者
　　　　➡　前住所地の市区町村長が発行する児童手当用の所得証明（平成25年分）
　　・�児童が吉備中央町以外に住んでいる被用者　➡　児童を含んだ世帯全員の住民票の写しおよび生計維持同一申立書
●支給対象
　　・中学校卒業まで（15歳の誕生日後の最初の３月31日まで）を養育している方
●支給月額（一人につき）
　　・３歳未満は一律１５，０００円
　　・３歳以上小学生修了前は１０，０００円（第３子以降は１５，０００円）
　　・中学生は一律１０，０００円
●支給月
　　・原則として毎年６月、10月、２月に、それぞれの前月分までの手当を支給します。
　　　（例）６月の支給日には２月～５月分の手当を支給します。
※「子育て世帯臨時特例給付金」について
　対象者には「子育て世帯臨時特例給付金申請書兼請求書」を７月下旬発送予定です。
　申請受付は、７月下旬から10月末まで、支払い（口座振込）は８月から11月までに行う予定です。

【お問い合わせ先】　保健課　子育て支援班　　☎０８６６－５４－１３２６

山地災害の危険信号を見逃さないために
　山地災害が起こる場合、山の斜面や川の流れをよく観察してみると、多くの場合、事前に危険信号と思わ
れる変化がキャッチできます。
例えば…

もしも
　危険を感じたら…

山くずれの危険？ 上流で山くずれが発生？ 地滑りの前ぶれ？ 山くずれや地滑りの前ぶれ？

石が落ちてきた 川がにごっている わき水が増えた 亀裂が走った

すぐ避難！
災害の危険がある場所へは近づかず、早
めに指定避難所へ避難しましょう！

すぐ通報！
災害が起こったらすぐに110番か119番に
通報しましょう！

　昨年は、６、９月の豪雨により、道路や農地などに甚大な被害が発生しました。
　普段から周辺の山を自分の目で確認して、異変に備えておきましょう。
　また、家族や地域ぐるみで山くずれのおそれがある場所や避難場所について確認をしておきましょう。
　もし、いつもと違う状況を見かけたときは、災害を未然に防ぐため、建設課へ連絡をお願いします。

【避難先・危険個所についてのお問い合わせ先】
総務課 行政班　☎０８６６－５４－１３１３　 建設課 農林土木班　☎０８６６－５４－１３１９
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　岡山県備前県民局農林水産事業部　森林企画課森林保全班� ☎ 086-233-9832
　農林課　林業振興班� ☎ 0866-54-1318連 絡 先

平成26年度  狩猟免許試験のお知らせ
　イノシシ、ヌートリア、サル、カラスなどの鳥獣による農作物被害が大きな問題となっています。
狩猟や有害鳥獣捕獲許可などにより有害鳥獣駆除活動を行い、安心して農業ができる環境を作りま
しょう。
　それにはまず、狩猟免許を取得し、狩猟者登録を受けることが必要です。狩猟免許試験受験希望
の方は、狩猟初心者講習会・狩猟免許試験が次の日程で実施されますので、お知らせいたします。
　なお、今年度、新規で狩猟免許を取得し、狩猟者登録を受けられる方には、初心者講習会受講料・
狩猟免許試験受験手数料を町が補助します。

■狩猟初心者講習会・・・受講料�4,000円
　次の期日に、㈳岡山県猟友会主催の狩猟免許初心者講習会が開催されます。参加希望の方は各会
場の開催日の２日前までに、岡山県岡山地区猟友会事務局（☎086－233－9824）まで受講申込
をお願いします。

３．受験手続について
　受験希望者は、所定の狩猟免許申請書に必要事項を記入の上、次のものを添付し、試験日の10
日前までに受験しようとする場所を管轄する県民局へ提出してください。
①�銃砲刀剣類所持等取締法第４条第１項第１号の規定による許可を受けている場合は許可証の写
し、許可を受けていない場合は医師の診断書
②�縦3.0㎝×横2.4㎝の写真　１枚
　（�申請前６ヶ月以内に撮影した、無帽、正面、上三分身、無背景のもの、裏面に氏名、撮影年月
日を記入）

③返信用封筒（定型長形３号）　１通（郵便切手82円を貼り付け宛名および宛先を明記したもの）

※�狩猟免許申請書、医師の診断書、狩猟免許初心者講習会受講申込書は農林課または加茂川総合事
務所にもあります。

１．狩猟免許試験日および会場
期　　日 開始時刻 場　　　　　所

７月27日（日）

午前9：30

津山市大田920
　グリーンヒルズ津山　リージョンセンター� ☎0868－27－7150

８月７日（木） 岡山市東区西大寺南1－2－3
　西大寺緑化公園体験学習施設百花プラザ� ☎086－944－8716

９月２日（火） 倉敷市真備町箭田40－1
　マービーふれあいセンター� ☎086－698－9111

２．受験手数料
新規受験者 既に他の種類の免許取得者
5,200 円 3,900 円

期　　日 場　　　　　所
７月21日(月・祝日) 津山市大田920　　　　　　　グリーンヒルズ津山�リージョンセンター� ☎0868－27－7150

８月２日（土） 岡山市東区西大寺南1－2－3　西大寺緑化公園体験学習施設百花プラザ� ☎086－944－8716

８月29日（金） 倉敷市真備町箭田40－1　　　マービーふれあいセンター� ☎086－698－9111
※いずれも受講予定時間は、午前９時～午後４時

「目安箱」に寄せられたご意見、ご提言について
　平成25年１月、町内に設置いたしました「目安箱」にたくさんのご意見やご提言をいただきありがとうござ
います。
　皆さまからのご意見を真摯に受け止め、日々改善を行っているところです。
　いただいたご意見やご要望に対し、町長から回答をしておりますので、ここではその一部をご紹介いたします。

意　　　　見 回答並びに対策

サッカー場を作ってほしいです。 ふかふかの芝生のサッカー場があれば素晴らしいと思うけど今すぐ
には無理なのでごめんなさい。町内にはスポーツ公園のグラウンド
や学校の運動場もあるのでサッカーの練習をしてください。

職員の電話での言葉遣いが悪い。年寄りには大きな声で話
してほしい。

公務員としての自覚を持ち丁寧に対応するように課長会議で注意し
ました。

吉備高原都市内に郵便局を設置してほしい。 郵便局の設置要望につきましてはよくお聞きします。以前にも協議
をしたことがあるようですがなかなか難しいのが現状です、引き続
き要望します。

財産区の財産や基金を将来のために太陽光発電に利用でき
ないか。

法律の中で、財産区が行えることは、所有する財産の管理及び処分
または廃止に限定されており、新たな経営をすることは出来ないこ
とをご説明しました。

加茂川診療所の皮膚科の土曜日の診察を検討してほしい。 済生会総合病院に尋ねたところ、土曜日については、１/３の医者
で診療を行っている状況と事務・看護師の調整が困難であるとの回
答でした。今後も引き続き検討していただくようにお願いしました。

町内各公民館、長田、新山、豊岡コミニティセンターのエ
アコンフィルターの掃除をしてください。ゴミが有って使
えない。

担当課に指示し、確認。対応しました。

高校生の通学費助成について乗継についても補助してほし
い。

この助成については、保護者の負担軽減と併せて路線バスの利用促
進の意味合いがあります。また、バス路線を維持するために多額の
経費を擁している現状では、町外利用の補助までは難しい状況です。

朝のラジオ体操を子どもたちの夏休み期間中だけでなく、
告知放送で流れるといいと思います。

体操は、健康にも大変良い事なので、４月１日から放送を実施して
います。

中学校が閉校になると聞きました。卒業生として閉校まで
に一度同級生で中に立ち入り、思い出を語り合う会などで
きるようにしてください。

教育委員会や学校と協議し、見学ができるようにしました。

吉備中央町にゆるキャラを作ってほしい。 検討したいと思います。

吉備高原地区には、吉川、湯山、竹部、上野と複数の公民
館に属する住所表記がある為、不具合が生じている。
吉備高原小学校区に公民館を持たせ、吉備高原都市内の住
所表記を相応し良いものにすべきです。

確かに地域の一体感を高めるためには、公民館も必要な施設と思い
ますが、まずは、南部住区、東西住区、北部住区それぞれの祭りや、
地区運動会を通して交流を深めていただきたいと思います。そうし
た中で検討していきます。住区の呼称は、自治組織の検討と併せて
考えたらと思います。

田に池水を引く水番さんが居なくなりつつあるので、各田
に水道と同じようにメーターと蛇口を付けてほしい。

メーターや止水栓も大口径のものに成り莫大な事業費が予想される
のとため池の箇所数を勘案すると現実的には困難なことです。

御北地区に公的な給油所を設置してほしい。 地域の方と共に現在、買い物支援と併せて情報収集やさまざまな検
討をしています。

吉備高原都市内にコンビニを作ってほしい。 企業の協力により24時間営業のコンビニができました。

消火栓の箱を設置して年数が経つので、壊れたり中のホー
スが劣化しているものがある。早急に改善してほしい。

年次で新しいものに改善するようにしました。

生ごみ用の袋について、１人住まいなので袋が大きすぎて
困っています。

２種類の大きさの袋を作るようにしました。

目安箱は役場庁舎のほか、各公民館、コミュニティセンターへ設置しています。
皆さまからのご意見、ご提言をお待ちしております。

【お問い合わせ先】　総務課　行政班　☎０８６６－５４－１３１３
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■役場からのお知らせ ■役場からのお知らせ

夢のある町定住促進

「夢のある町」定住奨励金
　吉備中央町への定住を促進し、町の担い手の確保を図ることにより、豊かで活力のあるまちづ
くりに寄与することを目的として奨励金等を交付する制度です。

奨励金名 金　額　等 交付対象要件等

住宅取得奨励金 対象住宅の固定資産税相当額（上限
10万円／年。対象住宅が岡山県又
は町が販売する吉備高原都市もしく
はハートフルタウンの分譲地にある
場合は上限12万円／年）

・延床面積が50平方メートル以上あること
・併用住宅の場合は、住居部分面積が２分の１以上あ
ること

・共有名義の場合、申請者の持分（連名申請は、合計
持分割合）が２分の１以上あること

・最初に賦課された年の１月１日において50歳以下
・中古物件等の取得も対象となります
・交付期間は、固定資産税が申請者に対し最初に賦課
された年度を含め５年間です

・申請期限（認定申請）は最初に賦課された年の１月
１日から２年間で、交付申請は毎年度８月末まで

※対象とならない場合
・同居親族、姻族からの購入等の場合
・過去に住宅取得奨励金の交付を受けている場合
・公共工事等により、住宅移転に係る補償等がされて
いる場合等

就 業 奨 励 金 ・50,000円
・ロマン高原かよう総合会館主催事
業入場券無料引換券

・卒業後初めて町内又は通勤可能な町外の事業所等に
就業していること

・申請年度の４月１日現在において30歳以下
・申請期限は事業所等へ就業した日から２年間

Ｕターン奨励金 ・50,000円
・ロマン高原かよう総合会館主催事
業入場券無料引換券

・町内又は通勤可能な町外の事業所等に就業している
こと

・転勤等による一時的な転入や婚姻等のために転入し
た場合は対象となりません

・申請年度の４月１日現在において50歳以下
・申請期限は転入の日から２年間

Ｉターン奨励金 ・50,000円
・ロマン高原かよう総合会館主催事
業入場券無料引換券

結 婚 祝 金 ・50,000円
・ロマン高原かよう総合会館主催事
業入場券無料引換券

・夫婦双方とも過去に町から結婚祝金の交付を受けて
いないこと

・夫婦双方とも申請年度の４月１日現在において45
歳以下

・申請期限は婚姻の日から２年間

○上記要件を満たした場合であっても、町税及び町納付金に滞納がある場合等は定住奨励金を交付することが
できません。また、過去において吉備中央町定住促進条例の規定による、同種の定住奨励金の交付を受けて
いる場合についても交付することができません。

○就業奨励金、Ｕターン奨励金、Ｉターン奨励金はいずれか１度のみの交付となります。
○上記奨励金によっては、重複しての交付が可能な場合もあります。
○詳細については、吉備中央町夢のある町定住促進条例、同施行規則によります。
　詳しくは、定住促進課　定住促進班　☎０８６７－３４－１１１６へお問い合わせください。

津
賀
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

豊
野
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－
０
１
９
４

◎�

ダ
ン
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
講
座（
ズ
ン
バ
）

　

ラ
テ
ン
音
楽
を
中
心
に
世
界
中
の
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
く
ダ
ン
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

　

■
日　

時　

６
月
28
日
㈯

　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時

　
　
　
　
　
　

※
12
月
ま
で
毎
月
１
回
開
催

　

■
場　

所　

津
賀
公
民
館

　

■
受
講
料　

２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
小
学
生
以
下
無
料
）

　

■
持
参
品　

�

タ
オ
ル
、
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、

水
分
補
給
の
飲
み
物

　

■
申
込
締
切

　
　

お
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

◎�

い
き
い
き
体
操
教
室

　

Ｏ
S
Ｋ
岡
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
健
康

運
動
指
導
士
の
指
導
に
よ
る
体
操
教
室
で
す
。

　

■
日　

時　

５
月
22
日
㈭

　
　
　
　
　
　

６
月
26
日
㈭

　
　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

　

■
持
参
品　

�

水
分
補
給
の
飲
み
物

　

※�

体
操
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ

い

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》�

黒
瀬　
嘉
子
選
（
投
句
者
101
名
）

「
佳
作
」

　
　
　

新
学
期
大
き
な
一
歩
ふ
み
だ
そ
う�

石
田　

碧
衣

　
　
　

新
し
い
春
を
む
か
え
る
さ
く
ら
た
ち�

後
藤　

芽
生

　
　
　

新
し
い
日
本
を
つ
く
る
子
ど
も
た
ち�

天
艸　

ら
ん

　
　
　

新
し
い
草
木
の
つ
ぼ
み
春
の
色�

禰
元　

梨
花

　
　
　

中
学
校
桜
の
中
の
新
校
舎�

新
谷　

雄
大

「
三
光
」

　

人　
新
し
い
と
び
ら
が
ひ
ら
く
い
ち
ね
ん
だ�

森
安
あ
や
め

　

地　
人
生
で
描
く
新
た
な
ス
ト
ー
リ
ー�

神
戸　

崇
弘

　

天　
新
し
い
命
は
未
来
の
宝
物�

赤
木　

智
佳

《
一
般
の
部
》�

生
駒　
聖
天
選
（
投
句
者
23
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　

新
調
の
大
き
目
の
服
一
年
生�

片
山　

紀
彦

　
　
　

新
し
い
命
の
鼓
動
聞
く
芽
生
え�

宮
脇　

和
恵

　
　
　

新
し
い
門
出
を
祝
う
花
吹
雪�

早
原
登
美
子

　
　
　

新
し
い
夢
が
駆
け
出
す
ラ
ン
ド
セ
ル�

浅
田　

君
子

　
　
　

長
閑
な
日
新
茶
の
香
り
身
に
し
み
る�

小
林
千
恵
子

「
三
光
」

　

人　
新
し
い
産
衣
が
待
っ
て
い
る
命�

河
田　

和
枝

　

地　
真
っ
新
の
朝
へ
昨
日
を
折
り
た
た
む�

黒
瀬　

嘉
子

　

天　
新
緑
を
待
ち
か
ま
え
て
る
絵
の
具
皿�

海
士
部
節
子

＊６月の課題は「口」、７月の課題は「水」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。
　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は
どなたでも

応募できます。

戦
時
下
を
貧
と
戦
に
苛さ

い
な

ま
れ
越
え
し
山
坂
今
ふ
り
返
る�

土
居　

於
栄

遠
山
の
桜
賞
で
つ
つ
野
に
立
て
ば
土
も
温
み
て
草
の
ぞ
き
初
む�

土
居　

照
代

今
そ
こ
に
置
い
て
忘
れ
て
又
探
す
家
族
は
あ
き
れ
我
歳
感
ず�

亀
森　

澄
子

生
徒
ら
の
出
這
入
り
消
え
て
閉
校
と
な
り
し
校
舎
を
桜
が
つ
つ
む�

難
波　

良
子

満
開
の
桜
の
下
で
草
を
抜
く
仕
事
の
出
来
る
幸
を
思
う�

國
只
由
紀
子

鍬
の
柄
に
頬
杖
つ
い
て
は
る
を
吸
う
し
だ
れ
桜
の
な
よ
と
し
た
た
か�

中
山　

文
恵

孫
達
の
そ
れ
ぞ
れ
巣
立
つ
時
の
来
て
香
き
日
重
ね
淋
し
き
春
日�

山
本　

豊
子

放
送
川
柳
　
平
成
26
年
４
月
秀
句　

題「
新
し
い
」（
津
賀
公
民
館
）

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）　

公
民
館

　

コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
町以外からのお知らせ

平
成
26
年
度
エ
イ
ズ
定
例
検
査
及
び

臨
時
夜
間
検
査
等
の
日
程
に
つ
い
て

　

備
前
保
健
所
で
は
毎
月
２
回
の
定
例
検
査

及
び
「
エ
イ
ズ
検
査
普
及
週
間
」
に
合
わ
せ

て
夜
間
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。併
せ
て
、

性
感
染
症
に
関
す
る
相
談
・
検
査
も
実
施
し

て
お
り
、
い
ず
れ
も
匿
名
・
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
検
査
内
容
】

　
　

�

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
（
即
日
検
査
）、
ク

ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、
梅
毒
検
査
、
肝
炎
ウ

ｲ
ル
ス
検
査

【
定
例
検
査
】

　

○
日　

時　

第
１
・
第
３
金
曜
日

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時（
予
約
制
）�

【
夜
間
検
査
】

　

○
日　

時　

６
月
６
日
㈮

　
　

午
後
４
時
30
分
～
午
後
7
時（
予
約
制
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
備
前
保
健
所

　

岡
山
市
中
区
古
京
町
１

－

１

－

17

　

エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

�

☎
０
８
６

－

２
７
２

－

５
５
５
３
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自
動
車
税
の
納
期
内
納
付
に
つ
い
て

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
な
ど

に
ご
注
意
を

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
自

動
車
を
お
持
ち
の
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
県

の
税
金
で
す
。

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、
５
月
初
旬

に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機

関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
、
６

月
２
日
㈪
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
口
座

振
替
を
申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
は
、
６
月
２

日
㈪
に
ご
指
定
の
預
金
口
座
か
ら
引
き
落
と

さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
県
民
局
税
務
部
ま

た
は
県
庁
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
県
庁　

税
務
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
２
４
４

　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、
自
動
車
の
排

ガ
ス
や
工
場
の
煙
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
た
大

気
汚
染
物
質
が
、
太
陽
の
強
い
紫
外
線
を
受

け
て
生
成
す
る
物
質
で
、
目
に
見
え
ず
臭
い

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
濃
度
が
高
く
な
る
と
目

が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の
ど
が
痛
く
な
る
な

ど
の
症
状
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
濃
度

が
高
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

注
意
報
な
ど
を
発
令
し
て
県
民
の
皆
さ
ん
に

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
注
意
報
な
ど

が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
屋
外
で
の
運
動
は

図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

6月号

出会いの
号

扉
2014年 ６月の休館日

２日　９日
15日　16日
23日　30日

＜一般書＞　�
　起業というと敷居の高い
イメージがありますが、今
や１万円あれば誰でも起業
ができる時代。ちょっとし
たアイデアからビジネスを
始め、成功した人たちの例
が書かれています。皆、ス
タート地点は「どうしたら
自分の得意なことで人の役
に立てるか」。起業を考え
ている人でなくても、何か
生きるヒントが見つかるか
もしれません。
� （かもがわ図書館）

＜児童書＞　�
　人間は、人やものを「はこ
ぶ」ためにいろいろな方法
を発明してきました。かご
に入れて。馬にのせて。車や
トラックで。山にぶつかっ
たらトンネルをつくり、海
や川には橋をかけて。道路
がつくれないところのため
に船や飛行機やロケットま
で発明しました。力持ちの
乗り物が大集合の絵本！
�（ロマン高原かよう図書館）

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

いっしょにうんち ふくだいわお／フレーベル館 か

あみだだだ 元永定正／福音館書店 か

そとごはん ヘレン･オクセンバリー／岩崎書店 ロ

どこかなどこかな かとうあやこ／フレーベル館 ロ

児　

童　

書

牧場のいのち 立松和平／くもん出版 か

絵でわかる戦国の合戦 小和田哲男／ PHP研究所 か

こぐまのクーク物語　１～７ かさいまり／角川書店 ロ

くらしにつながるノーベル賞 若林文高／文研出版 ロ

一
般
実
用
書

嫌われる勇気 岸見一郎／ダイヤモンド社 か

それでも僕は夢を見る 水野敬也／文響社 か

殺人犯はそこにいる 清水潔／新潮社 ロ

お弁当を作ったら 竹下和男／共同通信社 ロ

一
般
読
み
物

豆の上で眠る 湊かなえ／新潮社 か

山桜記 葉室麟／文藝春秋 か

星籠の海　上・下 島田荘司／講談社 ロ

帰ってきたヒトラー　上・下 ティムール･ヴェルメシュ／河出書房新社 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
6月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　��　午前10時30分～午前10時50分
　　　12日（木）かもがわ図書館
　　　26日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　　��　午後２時～午後３時
　　　21日（土）ロマン高原かよう図書館

出�演 おはなしやさん

『１万円起業』
クリス・ギレボー／著
�本田直之／監訳
飛鳥新社

『はこぶ』
鎌田歩 /作・絵　教育画劇

控
え
、
で
き
る
だ
け
窓
を
閉
め
た
屋
内
で
過

ご
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
高
齢

の
方
や
お
子
さ
ん
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
よ
る
健

康
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
注
意
報
な
ど
の
発
令

情
報
を
メ
ー
ル
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
県
庁
環
境
管
理
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
県
庁　

環
境
管
理
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
０
２

も同時発売

ドリームジャンボミニ５０００万

県内での宝くじの売り上げは、公園、学校などの教育施設の充実

など、県民のみなさんの身近なところに役立てられています。

宝くじは、「県内」でご購入ください。

倉敷市立自然史博物館主催自然観察会のお知らせ

観　察　会 「カタツムリ観察会」 「吉備高原で昆虫採集」

概　　　要
ブッポウソウは昆虫のほかに陸貝、いわゆる
カタツムリもヒナに与えています。ブッポウ
ソウが子育てする谷にどんなカタツムリがど
れくらい棲んでいるかを調べてみましょう。

ブッポウソウの繁殖地で夏に見られるいろい
ろな昆虫を探して採集します。

開 催 日 時 ６月15日（日）午前10時～午後２時
受付：午前９時30分～10時

６月22日（日）午前10時～午後２時
受付：午前９時30分～10時

会　　　場
吉備中央町美原農村公園
※�自家用車などでご参加ください。集合場所へ駐車可能です。県道31号線の美原バス停そ
ばの橋をお渡りください。

申し込み期限 ６月14日（土）午後５時まで ６月21日（土）午後５時まで
講　　　師 福田　宏（岡山大学） 奥島雄一（倉敷市自然史博物館）

持　参　品 筆記用具、観察用具、昼食・飲料水、雨具、
救急用品など。

筆記用具、観察用具（捕虫網など）、昼食・
飲料水、雨具、救急用品など。

【注 意 事 項】長そで・長ズボンで、防虫対策と熱中症予防対策をお願いします。
【お申し込み】�電話・ファックス・ハガキ・電子申請などで直接、倉敷市立自然史博物館へお申し込みください。
　　　　　　　中学生以下の方は保護者同伴でお申し込みください。
【備　　　考】�雨天決行。ただし警報発令時などは中止します。天候不順の場合、当日朝７時以降に友の会

携帯電話（０９０－８２４２－３８９６）までお問い合わせください。
　　　　　　　トイレは美原集落センターにあります。
【お申し込み・お問い合わせ先】

倉敷市立自然史博物館　☎０８６－４２５－６０３７　FAX０８６－４２５－６０３８

伝承文化発掘講座

今！伝えられた文化を記録しておこう
　地域に口伝えで残されてきた民話や風習、信仰、
祭り、技術や知識など、ちょっと前までの暮らし
の文化を、今、記録し残しておこう。

日時：平成26年６月18日㈬
　　　午後１時30分から
場所：ロマン高原かよう図書館
講師：立石 憲利 氏（民話民俗研究家）
＊詳しくは、チラシをご覧ください

文化伝承のため
に、ちょっと動い
てみませんか？

「おはなしやさん」の

　永遠の人気文学・宮沢賢治の『銀河鉄道の夜』
の朗読会を、５回コースで開催します。

日　程 ➡ 7/11  8/8　9/12  10/10  11/14
　　　 　 毎回金曜日　
時　間 ➡ 午後６時～７時
場　所 ➡ ロマン高原かよう図書館

♪珈琲などの飲み物やケーキをご用意します。（実費）
　詳しくは、図書館チラシ、HP をご覧ください。

★

★

★

★
★銀河カフェOPEN

★

★



おめ

でとう満1歳
便

隈
元　

天
翔
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

く
ま
も
と　

か
け
る

平成25年６月28日生まれ

お兄ちゃんと仲良く、元気にたくま
しく育ってね。 お父さん、お母さんより

大
月　

結
愛
ち
ゃ
ん
（
宮
地
）

お
お
つ
き　

ゆ

あ

平成25年６月28日生まれ

いつもかわいい笑顔をありがとう
すくすく大きくなってね！！

岡
本　

琉
樹
ち
ゃ
ん
（
宮
地
）

お
か
も
と　

る

き

平成25年６月26日生まれ

みんなと仲良く、みんなにやさし
くできる人になってね。

葛
原　

大
翔
ち
ゃ
ん
（
上
田
西
）

く
ず
は
ら　

ひ
ろ
と

平成25年６月26日生まれ

毎日かわいい笑顔をありがとう☆
たくましく育ってね！！

上
田　

千
佳
ち
ゃ
ん
（
岨
谷
）

う
え
だ　

ち

か

平成25年６月４日生まれ

千佳ちゃんお誕生日おめでとう。日々成長する
千佳ちゃんにみんなで驚いています。
これからいろんなことがあると思うけど、毎日
成長して私たちを驚かせてください。
楽しみにしています。

戸
田　

咲
希
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

と

だ　

さ

き

平成25年６月１日生まれ

元気で大きく育ってね。
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　子どもたちと一緒に日本一の富士山に登ってみませんか！！
　今年も町内の小学６年生が富士登山に挑戦します。
　富士登山チャレンジ実行委員会では、登山隊の指導者として参加してく
ださるボランティアを募集します。

■登山期日：平成26年７月21日（月）～23日（水）
　　　　　　２泊３日（宿泊予定地：中央青少年交流の家、富士山八合目山小屋）
■内　　容：登山隊各班の指導や救護等を担当していただきます。
■募集条件：○子どもの世話が好きで、団体行動ができる方
　　　　　　○原則として町内在住・在勤者で20歳から55歳までの健康な方
　　　　　　○�実行委員会が実施するリーダー研修会や全体研修会等に参加

できる方
　　　　　　　※登山経験、医療実務経験のある方を歓迎します。
■費用負担：�全体に係る経費（宿泊費、保険等）は実行委員会で負担しますが、

個人経費（登山靴、雨具等）については自己負担となります。
■募集人員：若干名（選考後、参加決定者には通知書を送付します。）
■募集締切：５月30日（金）
■応募方法：�各公民館・小学校、賀陽庁舎、加茂川総合事務所、井原出張所、教育委員会事務局に備え付け、ま

たは町ホームページに掲載の参加申込書に必要事項を記入・押印のうえ、下記事務局まで郵送また
は持参してください。

ボランティアリーダー募集
第10回吉備中央町小学生富士登山チャレンジ事業

富士登山チャレンジ実行委員会事務局（教育委員会事務局生涯学習班内）
〒716-1241 吉備中央町吉川4860－６ きびプラザ内　☎0866－56－9191

お問い合わせ
お申し込み先

　町では、希少野生生物保護事業の一環として、ホタルに関する保護啓発用リーフレット「吉備光
源ものがたり」を作成しました。
　吉備中央町は、希少な動植物が生息する自然の宝庫です。
　初夏の訪れを幻想的な光で伝えてくれる「ホタル」と私たちが日々共生していることを忘れては
いませんか……。
　このリーフレットでは、ホタルのふる里づくりをテーマに、ホタルの一生や種類をイラストを交
えて紹介しています。
　ぜひ、リーフレットをご活用いただき、これからもホタルが生息できる環境を守りましょう。

■配布場所
　役場窓口（各支所・出張所含む）
　ロマン高原かよう総合会館（協働推進課）
　町内図書館

　　【お問い合わせ先】
　　　　協働推進課　地域振興班

　　　　　☎０８６６－５４－１３０１

「吉備光
こう

源
げん

ものがたり」リーフレット ができました



フォト
トピックス イベント情報

●イベント内容
●主催／社会福祉法人 吉備の里

●お問い合わせ先 社会福祉法人 吉備の里 ☎0866-56-8216

吉備の里ふるさとまつり開催
日時／平成26年6月1日（日）10：00～14：30（雨天決行）
場所／社会福祉法人 吉備の里（吉備中央町上野2320－10）

※駐車場あり

第31回

　今回のお祭りは、岡山県出身の歌手「三宅奈緒子」さんをメインゲストにお招きして、素敵なライ
ブショーを予定しております。
　その他、恒例イベントである竹パン作り、バルーンアート、バザー販売似顔絵コーナー等、多数の
ブースをご用意しております。
　最後には大抽選会として、特賞の全日本空輸㈱よりご提供頂いた岡山～東京(羽田)ペア航空券
をはじめ、多数の豪華景品を取り揃え、皆さまのご来場を心よりお待ちしています。
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
、
吉
備
高
原
都
市

さ
ん
さ
ん
祭
り
で
行
わ
れ
た
岡
山
県

警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
の
模
様
で

す
。
迫
力
あ
る
演
奏
や
、
踊
り
が
披

露
さ
れ
、
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

▼
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が

終
わ
り
、
心
身
を
元
の
リ
ズ
ム
に
戻

さ
な
け
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
日
々
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
過
ぎ
て

ひ
と
段
落
す
る
時
期
「
や
る
気
が
出

な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ

ま
す
。
俗
に
い
う「
５
月
病
」で
す
。

　
５
月
病
を
防
ぐ
に
は
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、適
度
な
運
動
、

睡
眠
を
き
ち
ん
と
と
る
こ
と
も
大
切

で
す
が
、
身
近
な
人
と
話
す
こ
と
で

心
身
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
５
月
病
の

予
防
に
つ
な
が
る
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
外
で
過
ご
し

や
す
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
お
休

み
の
日
に
は
気
分
転
換
に
出
か
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

石
井

　加賀中学校入学式・開校式
　加賀中学校で４月10日に入学式、11日に開校式が行われました。
　入学式は、新入生85名を含め、在校生、保護者ら約450名が参加。
　新入生が入場し、一人一人の名前が呼び上げられたあと、古

こ
矢
や
道
みち
弘
ひろ
校長から

「多くの友達や先輩と一緒に、活力あふれる加賀中学校を作っていきましょう」
と式辞が述べられました。
　そして、新入生を代表して井

いの
上
うえ
開
かい
雄
ゆう
さんが「加賀中学校の第一期生として、

誇りを持ち、自分で考え、自分から行動できる立派な中学生になります」と誓
いの言葉を述べました。

　吉備高原都市さんさん祭り
　第23回吉備高原都市さんさん祭り（吉備高原都市夢祭り実行委員会主催）が４月20日、吉備高原都市センター
区さんさん広場で開催され、家族連れなど、たくさんの来場者でにぎわいました。
　ステージでは、かよう浪漫太鼓や吉備中央児童合唱団などが出演し、迫力のある演奏や美しい歌声を披露しま
した。また、岡山県警音楽隊のコンサートでは、アニメソングの演奏や隊
員による華麗なダンスで会場を盛り上げました。
　屋台が並ぶ「食の市」では、ブルーベリーカレー、山菜おこわなどが販
売されました。その他にも吉備高原都市住区の分譲地説明などを行う住宅
相談コーナーや県、町それぞれの観光協会による PRコーナー、ハンドク
ラフトが体験できるおもしろ体験コーナー、フリーマーケット等が設けら
れ、来場者は春のイベントを楽しみました。

ＢEＧＩＮコンサート2014
●公　 演 　日　平成26年７月13日（日）　開場：午後４時45分　開演：午後５時30分
●会　　　　場　ロマン高原かよう総合会館　レインボーホール
●チケット販売　
　　■吉備中央町内先行販売（販売中）
　　　ロマン高原かよう総合会館、加茂川総合事務所、吉川支所、大和支所
　　■一般販売　平成26年５月24日（土）販売開始
　　　プレイガイド　チケットぴあ／ローソンチケット、ロマン高原かよう総合会館（吉備中央町）
　　　　　　　　　　ぎんざやプレイガイド（岡山）／インディスク（倉敷）
●チケット料金（全席指定席・税込）　一般（高校生以上）6,500円　　小・中学生1,000円
●主　　　　催　　ロマン高原かよう総合会館　　�企画制作／アミューズ ･�HAPPY��HEADS��MUSIC　後援／テイチクエンタテインメント

協力／ BEGIN��OFFCIAL��FAN��CLUB「かりゆしネット」
【お問い合わせ先】　ロマン高原かよう総合会館　☎０８６６－５４－１３０１

各種バザーもにぎわいます 竹筒を利用したパン作り 似顔絵コーナー チアリーディングも！

歌手の三宅奈緒子さん来場

　また、開校式には、在校生をはじめ、関係者ら約400名が参加。
　菱

ひし
川
かわ
徹
とおる
教育委員長から「新しい学校で学ぶことに戸惑いがあると思いますが、明るく元気な加賀中学校にして

ください」と式辞が述べられた後、山本町長から古矢校長へ校旗が渡されました。
　また、校章の作成や校歌の作詞、作曲等に尽力された６名の方に対して、山本町長から感謝状が授与されました。
　式の最後には、校歌歌い初めが行われ、校歌の作曲者である森

もり
原
はら
顕
けん
都
と
さんや生徒全員により校歌が披露されま

した。
　この日参加された、開校準備委員会委員の小

お
倉
ぐら
洋
ひろし
さん（西）は「子どもたちのためにと思い、準備委員会に参加

してきました。今日校歌を聴いて、改めてほっとしています。開校おめでとうございます」と語ってくださいました。


